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教
育
委
員
に
よ
る  

「学
校
等
施
設
訪
問
の
実
施
」

 

―
教
育
委
員
の
感
想
―  

 

授
業
改
革
推
進
員
配
置
事
業 

の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

ＴＴ指導に入る授業改革推進員 

鶴山塾長から現状を伺う教育委員 

教育委員による授業参観 

 

    
 

教
育
委
員
は
、
５
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
小
学
校
９
校
、
中
学
校

３
校
、
社
会
教
育
施
設
等
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

 

小
・
中
学
校
で
は
、
校
長
・
教

頭
先
生
か
ら
、
学
校
経
営
・
学
校

運
営
、
今
年
度
の
学
校
教
育
目
標
、

研
究
主
題
等
、
特
色
あ
る
教
育
活

動
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。 

 

授
業
参
観
で
は
、
児
童
や
生
徒

が
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え

な
が
ら
、
仲
間
と
共
に
学
び
合
う

学
習
や
生
活
す
る
姿
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

 
 

先
生
方
の
保
護
者
・
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
、
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
い
教
育
力
あ

る
学
校
作
り
の
取
り
組
み
に
大

変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。 

 

社
会
教
育
施
設
で
は
、
津
山
東

公
民
館
と
津
山
市
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
「
鶴
山
塾
」
を
訪
問
し
ま

し
た
。 

 

 

 
 津

山
東
公
民
館
は
木
の
温
も
り

を
持
つ
安
ら
ぎ
の
空
間
で
、
様
々

な
公
民
館
主
催
講
座
や
多
数
の

公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、

地
域
の
生
涯
学
習
活
動
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
集
い
の
場
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
鶴
山
塾
」
で
は
、
「
治
そ
う

と
す
る
よ
り
、
わ
か
ろ
う
と
せ

よ
」
を
基
本
姿
勢
に
、
子
ど
も
や

保
護
者
へ
の
相
談
業
務
や
通
塾

支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
学
習
活
動
に
加
え
、

生
活
体
験
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
日
々
の
食
事
作
り
を
始
め
と

し
た
魅
力
あ
る
実
習
を
体
験
し

て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
理

解
し
寄
り
添
う
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
支
え
が
あ
り
、

各
関
係
機
関
が
連
携
し
、
多
角
的

に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
知
り
ま

し
た
。 

 

２
学
期
も
引
続
き
小
中
学
校

や
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
そ

の
他
の
施
設
を
訪
問
す
る
予
定

で
す
。 

      

本
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
５
つ

の
小
学
校
に
、
地
域
内
の
学
校
を

継
続
的
に
訪
問
し
、
授
業
改
善
や

校
内
指
導
体
制
へ
の
指
導
・
助
言

を
専
門
的
に
行
う
指
導
力
の
高

い
「
授
業
改
革
推
進
リ
ー
ダ
ー

（
教
頭
）・
推
進
員
（
指
導
教
諭
）」

を
配
置
し
て
い
ま
す
。 

在
籍
校
に
週
３
日
勤
務
す
る

ほ
か
、
１
人
に
つ
き
別
の
２
校

（
兼
務
校
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
週
１

日
勤
務
し
ま
す
。
授
業
改
革
推
進

リ
ー
ダ
ー
・
推
進
員
が
自
ら
授
業

を
実
施
し
た
り
、
教
員
へ
の
授
業

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
等
、
学
力
向

上
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

本
事
業
は
、
本
市
以
外
に
も
倉

敷
市
、
東
備
地
区
の
県
内
３
地
域

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

リ
ー
ダ
ー
（
教
頭
）
の
も
と
、

４
名
の
推
進
員
（
指
導
教
諭
）
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
月
２
〜
３
回
程

度
、
協
議
会
を
開
催
し
、
授
業
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
作
成
や
、
授
業

改
善
の
視
点
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
実
践
検
討
し
て
い
ま
す
。 

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
東
小
学
校

の
畝
本
教
頭
は
「
チ
ー
ム
全
体
で

各
校
の
状
況
を
把
握
し
、
授
業
の

改
善
を
進
め
、
成
果
を
市
内
に
広

め
た
い
」
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
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橋本正巳氏による特別支援教育の講演 

 

耐震補強工事が完了した鶴山小学校体育館 

 

 

 

各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、

10
月
か
ら
11
月
を
中
心
に
開
催

さ
れ
る
「
公
開
授
業
・
研
究
発
表

会
」
に
向
け
て
、
様
々
な
研
究
に

取
り
組
み
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、「
わ
か
る
授
業
・
学
ぶ
喜
び
・

楽
し
い
学
校
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。 

◆
津
山
市
教
育
委
員
会
指
定
◆ 

【
津
山
市
学
力
向
上
げ
ん
ぽ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
推
進
事
業
】 

東
小
学
校 

南
小
学
校 

 

弥
生
小
学
校 

佐
良
山
小
学
校 

 

高
田
小
学
校 

勝
加
茂
小
学
校 

新
野
小
学
校 

広
戸
小
学
校 

広
野
小
学
校 

誠
道
小
学
校 

中
正
小
学
校 

 

津
山
東
中
学
校 

北
陵
中
学
校 

 

勝
北
中
学
校 

久
米
中
学
校 

 
 ◆

文
部
科
学
省
指
定
◆ 

【
早
期
か
ら
の
教
育
相
談
・
支
援

体
制
構
築
事
業
】 

津
山
市
教
育
委
員
会 

 
 【

地
域
を
活
用
し
た
学
校
丸
ご

と
子
ど
も
の
体
力
向
上
推
進
事

業
】

 

北
小
学
校 

院
庄
小
学
校 

鶴
山
幼
稚
園 

◆
岡
山
県
教
育
委
員
会
指
定
◆ 

【
学
力
向
上
市
町
村
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
】 

北
陵
中
学
校
区 

 

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
モ
デ
ル

開
発
事
業
】 

久
米
中
学
校
区 

 

【
魅
力
あ
る
授
業
づ
く
り
徹
底

事
業
】

 

西
小
学
校 

南
小
学
校 

 

向
陽
小
学
校 

清
泉
小
学
校 

高
倉
小
学
校 

河
辺
小
学
校 

大
崎
小
学
校 

新
野
小
学
校 

勝
加
茂
小
学
校 

林
田
小
学
校 

津
山
東
中
学
校 

北
陵
中
学
校 

中
道
中
学
校 

鶴
山
中
学
校 

津
山
西
中
学
校 

加
茂
中
学
校

勝
北
中
学
校 

久
米
中
学
校 

 

【
小
学
校
理
科
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修
会
】 

佐
良
山
小
学
校 

 

【
特
別
支
援
学
級
等
新
任
担
当

教
員
研
修
講
座
】 

津
山
東
中
学
校 

 

【
授
業
改
革
協
力
員
配
置
校
】 

東
小
学
校 

西
小
学
校 

鶴
山
小
学
校 

加
茂
小
学
校 

津
山
東
中
学
校 

加
茂
中
学
校 

 

【
小
学
校
長
期
宿
泊
体
験
活
動

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】 

喬
松
小
学
校 

秀
実
小
学
校 

 

  

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
一

日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
・
生
活

の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
は
災
害
発
生
時
の

避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
全
性
の
確

保
は
重
要
で
す
。 

市
で
は
、
平
成
20
年
に
「
津

山
市
立
小
中
学
校
の
耐
震
化
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
小
・
中
学

校
の
校
舎
・
体
育
館
な
ど
の
耐
震

化
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

平
成
25
年
度
は
、
鶴
山
小
学

校
、
向
陽
小
学
校
、
佐
良
山
小
学

校
、
広
戸
小
学
校
の
４
校
の
体
育

館
の
耐
震
化
工
事
を
完
了
し
、
平

成
25
年
度
末
で
の
耐
震
化
率
は

81

.

9
％
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

教
育
・
保
育
に
携
わ
る
職
員
が

特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も

へ
の
具
体
的
な
支
援
の
方
法
を

学
び
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
５
月
29
日
（
木
）、
午

前
、
午
後
の
２
部
構
成
に
よ
り
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

午
前
の
部
は
、
「
気
に
な
る
子

ど
も
の
理
解
と
支
援
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
く
ら
し
き
作
陽
大
学

子
ど
も
教
育
学
部 

橋
本
正
巳

教
授
に
よ
る
、
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。 

「
気
に
な
る
行
動
を
減
ら
す

の
で
は
な
く
、
適
切
な
行
動
を
増

や
す
」、「
う
ま
く
や
れ
な
か
っ
た

時
を
叱
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な

行
動
の
仕
方
を
具
体
的
に
教
え

て
い
く
」
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。

 

午
後
の
部
は
事
例
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
班
に
分
か
れ
て
事

例
検
討
、
発
表
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
行
い
、
子
ど
も
の
特
質
に
応
じ

た
必
要
な
支
援
を
工
夫
す
る
演

習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

延
119

名
の
参
加
者
が
集
い
、

熱
心
に
研
修
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

  

 

 

ご
入
学(

園)

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

○
入
学(

園)

式
・
入
学(

園)

者
数 

【
幼
稚
園
】 

入
園
式 

４
月
10
日(

木) 

園
児
数 

１
４
５
名 

【
小
学
校
】 

入
学
式 

４
月
８
日(

火) 

児
童
数 

９
３
２
名 

【
中
学
校
】 

入
学
式 

４
月
９
日(

水) 

生
徒
数 

１
０
５
２
名 

 
 
 
 

 

小
・中
学
校
の
耐
震
化
の 

状
況
に
つ
い
て 

保
育
園
（
所
）
・
幼
稚
園
合
同
特

別
支
援
教
育
研
修
会
の
開
催 

津
山
市
小
・中
学
校 

研
究
指
定
校
に
つ
い
て 

 

平
成
26
年
度 

幼
・小
・中
学
校
入
学
（園
）式 



草加部学校食育センター 

「江戸日記」閲覧画像 

ファミリー音読を会場の皆で楽しみました 

丁寧な説明を熱心に聞いている参加者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

 

草
加
部
学
校
食
育
セ
ン
タ
ー

が
７
月
18
日(

金)

に
完
成
し
ま

す
。 ２

学
期
か
ら
東
部
に
草
加
部

学
校
食
育
セ
ン
タ
ー
（
小
学
校

14
校
・
中
学
校
４
校
・
幼
稚
園

１
園
）
、
西
部
に
戸
島
学
校
食
育

セ
ン
タ
ー
（
小
学
校
13
校
・
中

学
校
４
校
）
で
の
２
セ
ン
タ
ー
体

制
と
な
り
ま
す
。 

 

 

 

新
セ
ン
タ
ー
は
従
来
の
戸
島

学
校
食
育
セ
ン
タ
ー
に
は
な
か

っ
た
炊
飯
施
設
を
完
備
し
て
お

り
、
市
内
す
べ
て
の
学
校
に
米
飯

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
場
産
物

の
使
用
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内

統
一
の
基
本
献
立
を
基
に
１
日

４
種
類
（
両
セ
ン
タ
ー 

小
中
別
）

の
給
食
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

（
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
献
立
の
提

供
順
序
は
異
な
り
ま
す
が
、
年
間

を
通
じ
て
同
じ
献
立
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。） 

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提

供
と
各
学
校
で
の
食
育
の
推
進

の
た
め
、
健
全
な
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。 

  

 

 

子
ど
も
の
読
書
週
間(

４
月

23
日
〜
５
月
12
日)

に
あ
わ
せ
、

母
の
日
で
も
あ
る
５
月
11

日

(

日)

に
、
市
立
図
書
館
で
小
学
生

と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
音

読
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
40
名(

15
組)

と
多

く
の
参
加
が
あ
り
、
兄
弟
・
親
子
、

家
族
３
人
・
４
人
組
等
、
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
、
に
ぎ
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
乳
幼
児
の
参
加
も
多
く
、

か
わ
い
い
発
表
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
「
練
習
を

通
じ
て
家
族
の
時
間
が
持
て
た
」

「
会
話
が
増
え
た
」
と
い
う
感
想

が
多
く
、
本
を
通
じ
た
家
族
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

 

   

 

 

今
年
度
の
「
大
人
の
社
会
科
見

学
」
が
５
月
20
日(

火)

に
開
講

し
ま
し
た
。 

「
津
山
の
魅
力
を
再
発
見
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
全
４
回
で
津
山
の

工
場
や
文
化
施
設
を
巡
り
、
座
学

だ
け
で
は
学
べ
な
い
津
山
の
魅

力
を
体
験
し
ま
す
。 

今
年
で
３
年
目
と
い
う
こ
と

で
、
徐
々
に
浸
透
し
、
今
回
は
特

に
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

 

第
１
回
は
、
エ
バ
ラ
食
品
工
業

株
式
会
社
の
工
場
で
、
焼
き
肉
の

た
れ
な
ど
、
食
品
の
製
造
工
程
の

見
学
を
し
ま
し
た
。 

と
て
も
い
い
匂
い
が
漂
う
中
、

製
造
過
程
や
衛
生
管
理
は
も
ち

ろ
ん
、
料
理
レ
シ
ピ
や
賞
味
期
限

の
設
定
方
法
等
、
た
い
へ
ん
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

見
学
後
は
、
た
く
さ
ん
の
質
問

が
あ
り
、
身
近
な
工
場
へ
の
興
味

が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。 

 

 

 

今
後
の
３
講
座
に
お
い
て
も
、

た
く
さ
ん
の
津
山
の
魅
力
を
発

見
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

 

 

郷
土
博
物
館
で
は
、
６
月
20

日
か
ら
「
江
戸
日
記
」
375

冊
と

「
江
戸
屋
敷
絵
図
」
等
13
点
の

画
像
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

（ht
tps:
//tr
c-ad
eac
.trc
.

c
o.jp
/

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

 
 

 

 

岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
の

津
山
藩
松
平
家
文
書
に
含
ま
れ

る
「
江
戸
日
記
」
は
、
天
和
元
年

（
1681

）
か
ら
明
治
元
年
（
1868

）

ま
で
の
762

冊
が
残
っ
て
い
ま
す
。

 

お
も
に
江
戸
藩
邸
で
の
出
来

事
を
記
し
た
日
記
で
、
藩
主
と
そ

の
家
族
や
藩
士
の
公
的
・
私
的
な

事
項
、
幕
府
・
他
藩
と
の
交
際
状

況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
わ

か
る
貴
重
な
史
料
で
す
。 

あ
わ
せ
て
公
開
し
て
い
る
「
江

戸
屋
敷
絵
図
」
は
、
津
山
藩
の
江

大
人
の
社
会
科
見
学  

第
１
回
〜
エ
バ
ラ
食
品
工
場

見
学
！
〜 

「江
戸
日
記
」

 

画
像
の
ネ
ッ
ト
公
開 

楽
し
く
読
も
う
！ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
音
読
発
表
会 

２
学
期
よ
り
稼
働 

草
加
部
学
校
食
育
セ
ン
タ
ー 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

市 

教 

委 

https://trc


改修後の津山スポーツセンター野球場 

中村伸子氏による調べ学習の講義 

有川裕俊氏によるユーモアたっぷりな講演 

戸
藩
邸
の
絵
図
面
で
、
江
戸
日
記

の
内
容
を
理
解
す
る
上
で
も
重

要
で
す
。 

昨
年
度
に
、
図
書
館
振
興
財
団

の
助
成
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
史
料 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
ま
し
た
。 

以
前
か
ら
「
江
戸
日
記
」
閲
覧

の
た
め
に
全
国
各
地
の
研
究
者

が
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ネ
ッ

ト
上
で
の
画
像
公
開
に
よ
っ
て
、

世
界
中
ど
こ
か
ら
で
も
「
江
戸
日

記
」
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
、
さ

ら
な
る
研
究
の
進
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

  

 

 

津
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野

球
場
は
、
昭
和
45
年
に
設
置
さ

れ
て
以
来
、
40
年
余
り
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
激
し
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
開
設
さ
れ
て
以

来
、
初
の
大
規
模
な
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。 

平
成
25

年
11

月
よ
り
着
工

し
、
約
６
か
月
の
工
期
を
終
え
、

平
成
26
年
６
月
１
日
よ
り
利
用

が
再
開
し
て
い
ま
す
（
事
業
費
は
、

約
7350

万
円
）。 

改
修
内
容
は
、
１
塁
と
３
塁
側

の
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
（
選
手
及
び
監

督
や
コ
ー
チ
の
控
え
席
）
を
従
来

よ
り
約
1.3
倍
広
げ
、
更
衣
室
及

び
ト
イ
レ
を
併
設
し
、
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
整
備
を
行
っ
た

ほ
か
、
練
習
を
安
全
に
行
う
た
め
、

ブ
ル
ペ
ン
（
投
球
練
習
場
）
を
フ

ァ
ウ
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
か
ら
球

場
外
へ
フ
ェ
ン
ス
で
仕
切
る
形

で
移
設
さ
せ
ま
し
た
。 

ま
た
、
球
場
内
フ
ェ
ン
ス
の
安

全
ラ
バ
ー
の
新
調
、
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
を
全
面
塗
装
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ボ
ー

ル
カ
ウ
ン
ト
表
示
器
具
を
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
横
に
設
置
す
る
こ
と

で
更
に
利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
え
ま
し
た
。 

 

 

 

平
成
25
年
の
利
用
者
は
約
１

万
８
千
人
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

高
校
野
球
岡
山
大
会
の
会
場
と

し
て
、
多
く
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。 

改
修
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全
で

快
適
に
な
っ
た
野
球
場
を
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

  

５
月
20
日(

火)

、
千
葉
県
袖

ケ
浦
市
学
校
図
書
館
支
援
セ
ン

タ
ー
の
中
村
伸
子
氏
を
講
師
に
、

図
書
館
調
べ
学
習
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
市
内
小
中
学
校
の
学

校
司
書
全
員
と
図
書
整
理
員
や

一
般
の
方
な
ど
35
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

 

 

調
べ
学
習
を
行
う
際
の
情
報

源
か
ら
資
料
を
選
択
・
収
集
・
記

録
し
て
ま
と
め
る
方
法
や
著
作

権
、「
引
用
」
と
「
要
約
」
の
違 

い
等
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
支
援
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
調

べ
る
こ
ど
も
へ
の
助
言
」・「
調
べ

学
習
し
た
く
な
る
環
境
を
作
る
」

こ
と
な
ど
も
助
言
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続

き
、
８
月
25
日
（
月
）
に
は
『
資

料
を
活
用
し
た
調
べ
学
習
の
進

め
方
に
つ
い
て
』
（
仮
称
）
を
開

催
し
ま
す
。 

  

 

 

４
月
23

日
か
ら
５
月
12

日

ま
で
の
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

に
先
が
け
て
、
４
月
19
日
（
土
）、

絵
本
館
代
表
取
締
役
社
長
の
有

川
裕
俊
氏
を
講
師
に
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
絵
本
の
編
集
や
出
版
、

絵
本
作
家
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
絵
本
や
子
ど
も
の
本
の
出
版

に
か
け
る
熱
い
思
い
を
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

学
校
図
書
館
司
書
や
保
育
士
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
な
ど
も

多
数
参
加
し
、
有
川
氏
の
実
体
験

に
即
し
た
講
演
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。 

 

 

                     
こ
ど
も
の
読
書
週
間
講
演
会

「絵
本
と
想
像
力
」

 

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー 

「図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
学
習

の
進
め
方
に
つ
い
て
」

 

津
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

野
球
場
改
修 
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